
1 

令和８年６月２３日 

 

福津市議会 

議長 髙山 賢二 様 

 

総務文教委員会 

委員長 石田 まなみ 

 

総務文教委員会審査報告書 

 

令和８年第５回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました事件につ

いての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．審査経過 

付託年月日   令和８年６月８日 

審査年月日   令和８年６月１７日 

 

２．出 席 者 

委 員 石田委員長、中村恵輔副委員長、岩下委員、佐伯委員、尾島委員、 

中村清隆委員 

執 行 部 谷口総務部長、吉﨑総務部人事・危機管理担当部長、 

花田経営企画部長、宮原教育部長、 

香田総務課長、笹田人事課長、髙山危機管理課長 

 

 

◎議案第４９号 福津市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例を 

改正することについて 

審査内容 

（１）主な質疑及び答弁 

（質疑）３月定例会で否決された議案を再提案した理由は何か。 

（答弁）市長には厳しい財政状況の中で少しでも一般財源を確保したいという強い思

いがあり、再提案したものである。 

（質疑）３月定例会において市長給与削減分を教育関連事業に活用すると説明してい

たことと、今回の説明との関係について伺う。 

（答弁）市長給与削減によって確保される財源は一般財源であり、教育施策への財源

活用については予算編成過程で議論されたもので、削減分の使途を特定する

ものではない。 
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（質疑）７月から施行した場合の給与削減額はどの程度となるか。 

（答弁）令和８年７月から令和９年３月までの削減額は83万9,000円程度と試算し

ている。 

（２）主な意見 

（反対）３月定例会で否決された議案と実質的な変更がなく、また、給与削減ではなく

市政運営による財源確保を図るべきであるため反対する。 

（３）審査結果 

本委員会では、賛成少数により否決すべきものと決定した。 

 

◎議案第５２号 財産の取得について 

審査内容 

（１）主な質疑及び答弁 

（質疑）13社を指名した入札において、多数の事業者が辞退した理由は何か。 

（答弁）「この入札に関して対応が難しい」「仕様を満たすことができない」などの理由

により辞退したものである。 

（質疑）消防ポンプ自動車の仕様について、ガソリン車及び二輪駆動を採用した理由、

またナビゲーションシステムを搭載しなかった理由は何か。 

（答弁）これまで導入している車両と同様の仕様としており、現時点では四輪駆動が

必要な状況にはないと判断している。また、ナビゲーションシステムの搭載に

ついては、消防団車両全体で検討すべき課題であるため、市全体としてどう

対応していくか検討していきたいと考えている。 

（質疑）納入後の消防団員への操作説明はどのように行うのか。 

（答弁）納入業者及びメーカーから消防団員に対し、消防ポンプ自動車本体及び機械

器具の取扱説明を実施することとしている。 

（２）主な意見 

なし 

（３）審査結果 

本委員会では、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 


